イネ及びシロイヌナズナにおけるポリアミン酸化酵素の機能的役割の解明 by 金 東煜
Exploration of the functional roles of
polyamine oxidases in Oryza sativa and
Arabidopsis thaliana
著者 金 東?
号 11
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 生博第269号
URL http://hdl.handle.net/10097/58179
   
 
氏名（本籍地） 
学 位 の 種 類 
学 位 記 番 号 
学位授与年月日 
学位授与の要件 
研 究 科 ， 専 攻 
 
論 文 題 目 
 
 
 
博士論文審査委員 
  
きむ どん うく 
金 東 煜  
博士（生命科学） 
生博第２６９号 
平成２６年３月２６日 
学位規則第４条第１項該当 
東北大学大学院生命科学研究科 
（博士課程）分子生命科学専攻 
Exploration of the functional roles of polyamine 
oxidases in Oryza sativa and Arabidopsis thaliana (イネ
及びシロイヌナズナにおけるポリアミン酸化酵素の機能的役
割の解明) 
（主査） 教 授 草野 友延 
    教 授 山口 信次郎 
    教 授 髙橋 秀幸  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論文内容の要旨 
 
 
 


論文審査結果の要旨 
 
金東煜は、イネおよびシロイヌナズナのポリアミン酸化酵素(polyamine oxidase, PAO と略)遺伝子
に関する研究を行った。イネには 7 種の PAO 遺伝子(OsPAO1～OsPAO7 と命名)が存在する。彼は、イネ
の幼植物期と開花期の２つの異なる生育ステージで OsPAO3、OsPAO4そして OsPAO5が共にほぼ全ての組
織で高発現していることを明らかにした。これらの cDNA を単離し大腸菌の系にて精製した組換え体酵
素は、いずれもポリアミンに対する基質特異性は異なるものの生合成の逆反応である逆変換型の反応を
触媒すること、を明らかにした。またこれら 3種の酵素は、植物細胞内のパーオキシゾームに局在する
ことも明らかにした。この結果は，単子葉植物であるイネに従来トウモロコシや大麦で見出された末端
分解型の PAOとは異なる反応様式である逆変換型 PAOが存在することを示した最初の報告となった。 
次に、彼はシロイヌナズナに存在する 5 種の PAO 遺伝子の内、唯一特徴づけがなされていなかった
AtPAO5 遺伝子および組換え AtPAO5 酵素の特徴づけ、さらには植物体内での AtPAO5 遺伝子の生理的機
能を解析した。大腸菌から精製した AtPAO5 組換え酵素は、スペルミンおよびサーモスペルミンをスペ
ルミジンに逆変換する酵素であることを示した。また AtPAO5 遺伝子が機能を失った変異体シロイヌナ
ズナ植物 Atpao5 は、サーモスペルミン含量が野生型植物の 2 倍となるが、他のポリアミン含量に変化
がないことを示した。さらに、通常の栄養寒天培地上の両者間の生育に差は見られないが、培地に低濃
度のサーモスペルミンを添加すると Atpao5 の地上部の成長が著しく阻害されること、この現象はサー
モスペルミン特異的に起こることを示した。Atpao5 植物に正常な AtPAO5 遺伝子を導入すると、サーモ
スペルミン添加培地での生育阻害が回復することも示した。以上から、AtPAO5 はサーモスペルミン酸
化酵素であると結論した。Atpao5 植物と野生型植物を土壌に生育させると生育後期において変異型植
物の茎の伸長が有意に阻害されることも見出した。従って、シロイヌナズナにおいてサーモスペルミン
量は厳密に調節される必要があることが考察された。 
 上記の内容は、金東煜が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示し
ている。したがって，金東煜提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
